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A Study on Lessons Integrating Reading with Speaking 
-Focused on the Effects of Collaborative Leaming-
Kenji Yuki 
The purpose of this study is to understand the influence of pair or group work in reading activities and speaking 
activities among students by conducting questionnaire, and to discuss the effect. In English education, it is 
strongly emphasized the importance of fostering the ability to think, make decisions and express and that of 
integrating four skills in teaching practice. The teaching practice followed these components, and the researcher 
put reading activities throughout the lessons and had students give a speech as the final activity. While they were 
studying, the author had them work in pairs, and the effect was examined by the questionnaire. As a result, many 
students liked working interactively for reading comprehension and for preparing for and exhibiting a speech. 






















































































(1) Collect some information about Malala 
Yousafzai by reading some books or 
searching the Internet, etc. and write it 





(2) Talk with your partner or friends 
around you about Malala Yousafzai and share 
the information with them. Write down 






















(1) When and where did Malala give a 
speech? 
(2) What did Malala speak for at the U.N.? 
(3) What did the U. N. call the day of her 
speech? 
(1) When and where was she shot by a gunman? 





・ Why was she shot? 
• Why was she taken to another hospital in 
the UK? 
• Why did she speak for the right of 
education for every child? 

















(1) Who agreed to the request of the BBC? 
(2) How did Malala appear on the 
BBC website? 
(3 1) How was 1 ife in her town? 
(3-2) Give an example of the life. 
→Can you imagine the life without watching 
TV or listening music? 
Part 3 
(1) Malala wanted to become a doctor, but 
could girls choose jobs freely? 
(2)Why did she want to become a politician? 
Comprehension2 
Part 2 
(1）“Gul Makai” isn’t her real name, but 
why did she use it? 
Part 3 






















(1) When is Malala Day? 
(2) How did people feel when they listened 
to Malala’s speech at the U.N.? 
(3-1）“The pen is mightier than the 
sword.” Put it into Japanese. 
(3 2) 「ベンは剣よりも強し」とはどういう意
味か。
(4 1）“Let us pick up our books and 












































































(e.g.)We think that peace is because ～． 
英語の表現として示したいくつかの例をあげる。
・ In my English class, we learned that～ 
「orthe first time. 
• I was deeply moved by～．（～に深く感動し
ました）
・ I was deeply shocked to learn that ～（～ 
ということを知ってとてもショックでした）
• I’d like to tell you that～（～というこ
とをあなたに伝えたい）
• I have learned a lot about～ S ince I 
entered the junior high school. （中学校
入学以来，～について多く学んできました）



































くできた）， 3 （どちらともいえなし、）， 2 （あ



























＼＼ 5 4 3 2 1 
① 49 16 10 。 。
② 52 16 5 2 。
③ 47 22 5 。 1 
④ 50 23 2 。 。
⑤ 50 20 5 。 。
また，自由記述では次のような回答があった0
・「よかったと考えること，またその理由」
・自分の思っていることがうまく英語で言えな
かったりうまく文を作ることができなかったり
したけど，ペアの人が作ってくれたり， うまく
文を付け加えたりしてくれた。
・お互いの意見が同じでも違っていても考えの共
有ができ自分の考えをさらに深めることができ
ること。
・ペアですることでお互いに白分の意見を表現す
るために声を大きくするなど自分たちなりの工
夫をすることができたので、良かった。
・発音や聞などを聞いてもらうことで客観的に指
t商してもらうことができること。
・自分では思いつかないような文章が書けたり，長
い文章が話せたりと 1人ではできないことがで
きたこと。
4・「難しかったと考えること，またその理由」
・自分の思いや考えを聞き手に伝わるように英文
にするのが難しかった。英文は作ろうと思えば
いくらでも作れると思うけれど，なるべく既習
の単語を使い伝えることがとても蒸すかしいと
感じた。
・自分の一番伝えたいことを伝えることが難し
かった。なぜなら強調したと思っていても上手
く伝えることができていなかったから。
220 
－よりよくするためにどこを強調するのか，どこ
に間を入れるのかが難しかった。理由はテンポ
ょくするために聞を入れすぎるのはいけないか
ら，そのバランスを考えるのが大変だ、ったから。
アンケート結果から， 8割強の生徒が「とても
よくできた」， 「ょくできた」と回答した。し
かし 1割くらいの生徒はグ、ルーフ。やベアで学習
したとしでもあまりよい回答をしていない。そ
のような回答をした生徒も見てみると，どちら
かというと英語の力があまり身についていない
生徒が多く，ペアやグループOで、学習することで
得られる効果は大きくないので，普段から別の
方法で英語力をつける必要があるとも言える。
4 結論と今後の課題
本研究の結果， リーディング活動からスピーキ
ング活動へつなげる授業をグループ。やベアで行う
とき，ほとんどの生徒が学習の効果があったと捉
えていることが検言正できた。
一方，ベアやグワレーフ。で、学習し何か一つのもの
にまとめていくことは，大変な困難も併せ持つこ
ともあるので，そのような問題に対して，どのよ
うな解決方法があるのかを具体的に考えていくこ
と，また，英語力があまり身についていない生徒
への対応についての具体的方法を考え実践してい
くことが今後の課題である。
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